


海
う み

を豊
ゆ た

かにする「栄
え い

養
よ う

塩
え ん

」の旅
た び

 ❶

やあ、ボクたちはやあ、ボクたちは栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

きょうだい。それぞれきょうだい。それぞれ鉄鉄
てつてつ

、ケイ、ケイ
素素
そそ

、チッ、チッ素素
そそ

、リンっていって、、リンっていって、海海
うみうみ

のの生生
いい

きものがきものが育育
そだそだ

つためつため
にに必必

ひつひつ

要要
ようよう

なものなんだ。なものなんだ。森森
もりもり

やや町町
まちまち

や、や、陸陸
りくりく

地地
ちち

のいろいろなのいろいろな場場
ばば

所所
しょしょ

にいるよ。これから、ボクたちがどんなにいるよ。これから、ボクたちがどんな旅旅
たびたび

をしてをして海海
うみうみ

をを豊豊
ゆたゆた

かにしているか、いっしょにかにしているか、いっしょに見見
みみ

ていこう！ていこう！

静静
し ずし ず

岡岡
お かお か

県県
け んけ ん

がほこるがほこる海海
う みう み

、、駿駿
す るす る

河河
がが

湾湾
わ んわ ん

。。
そこには、たくさんのそこには、たくさんの生生

いい

きものがきものが暮暮
くく

らしていて、らしていて、私私
わたしわたし

たちはそたちはそ
のめぐみをいただいています。のめぐみをいただいています。
では、では、駿駿

す るす る

河河
がが

湾湾
わ んわ ん

がが豊豊
ゆ たゆ た

かであるのはなぜでしょうか？　そのかであるのはなぜでしょうか？　その理理
りり

由由
ゆ うゆ う

の一つは、の一つは、森森
も りも り

やや畑畑
はたけはたけ

から「から「栄栄
え いえ い

養養
よ うよ う

塩塩
え んえ ん

」が、」が、川川
か わか わ

やや地地
ちち

下下
かか

水水
す いす い

をつたってをつたって
海海
う みう み

にそそぐからです。にそそぐからです。
これは、これは、栄栄

え いえ い

養養
よ うよ う

塩塩
え んえ ん

がが森森
も りも り

からから海海
う みう み

へとへと流流
な がな が

れてくるれてくる長長
な がな が

いい旅旅
た びた び

のおのお話話
はなしはなし

です。です。

鉄鉄
てつてつ

リンリン

ケイケイ素素
そそ

チッチッ素素
そそ

「森は海の恋人」水の循環研究会
　静岡県で設置した『「森は海の恋人」水の　静岡県で設置した『「森は海の恋人」水の
循環研究会（Ｒ１～Ｒ３）』では、南アルプ循環研究会（Ｒ１～Ｒ３）』では、南アルプ
スを源流とする大井川水系等と駿河湾沿岸部スを源流とする大井川水系等と駿河湾沿岸部
までをケーススタディに、陸と海の栄養塩類までをケーススタディに、陸と海の栄養塩類
の挙動等を再現するシミュレーションモデルの挙動等を再現するシミュレーションモデル

『愛称：スルガベイ・シミュレータ』を構築『愛称：スルガベイ・シミュレータ』を構築
して、今まで経験的に知られていた陸や海のして、今まで経験的に知られていた陸や海の
環境変化が海の植物プランクトン生産に影響環境変化が海の植物プランクトン生産に影響
していることを科学的に明らかにしました。していることを科学的に明らかにしました。
　県では、この成果を踏ま　県では、この成果を踏ま
えて、海の生態系の保全とえて、海の生態系の保全と
その恵みの持続的な利活用その恵みの持続的な利活用
に向けた実践活動につなげに向けた実践活動につなげ
る取組を行っています。る取組を行っています。

森
も り

・里
さ と

から川
か わ

が運
は こ

んで駿
す る

河
が

湾
わ ん

へ

水水
み ずみ ず

にとけこんでにとけこんで川川
か わか わ

からから海海
う みう み

へ　へ　
ボクたちボクたち栄栄

えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

のの旅旅
たびたび

にはには雨雨
あめあめ

がとてもがとても大大
だいだい

事事
じじ

。。海海
うみうみ

のの
水水
みずみず

がが暖暖
あたたあたた

められてめられて雲雲
くもくも

になり、になり、山山
やまやま

やや町町
まちまち

にに雨雨
あめあめ

がふると、がふると、
川川
かわかわ

にに水水
みずみず

がが流流
ながなが

れていくよね。れていくよね。森森
もりもり

にいるボクたちは、にいるボクたちは、
そのときにそのときに土土

つちつち

やや水水
みずみず

といっしょにといっしょに川川
かわかわ

にに流流
ながなが

れれ出出
でで

ていてい
くんだ。そこからくんだ。そこから人人

にんにん

間間
げんげん

がが暮暮
くく

らすらす町町
まちまち

をを通通
とおとお

ってって駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん

にやってくるんだよ。ボクたちはにやってくるんだよ。ボクたちは森森
もりもり

だけじゃだけじゃ
なく、なく、田田

たた

んぼやんぼや畑畑
はたけはたけ

のの土土
つちつち

のの中中
なかなか

にもいるし、にもいるし、人人
にんにん

間間
げんげん

がが
生生
せいせい

活活
かつかつ

するする家家
いえいえ

のの台台
だいだい

所所
どころどころ

やおふろ、トイレからやおふろ、トイレから流流
ながなが

したした
水水
みずみず

や、や、工工
こうこう

場場
じょうじょう

からから出出
でで

てくるてくる水水
みずみず

のの中中
なかなか

にもまざっていにもまざってい
るんだ。それから、みんなからはるんだ。それから、みんなからは見見

みみ

えないえない地地
ちち

下下
かか

をを流流
ながなが

れるれる水水
みずみず

のの中中
なかなか

にもいて、にもいて、海海
うみうみ

のの底底
そこそこ

にわきにわき出出
でで

るる水水
みずみず

にまじってにまじって海海
うみうみ

にに出出
でで

ているよ。ているよ。
➡いちばん➡いちばん最最

さいさい
後後
ごご

のページにのページに続続
つづつづ

くく

雲雲
くもくも

になるになる
森森
もりもり

からから出出
でで

るる水水
みずみず

雨雨
あめあめ

がふるがふる

田田
たた

畑畑
はたはた

からから出出
でで

るる水水
みずみず暮暮

くく

らしかららしから出出
でで

るる水水
みずみず

湧湧
ゆうゆう

水水
すいすい

地地
ちち

下下
かか

水水
すいすい

海海
うみうみ

へへ流流
ながなが

れこむれこむ 駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん



『ぬくといね　おおいがわ』
「ぬくとい」は静

しず

岡
おか

県
けん

をはじめとするお
もに中

ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

で使
つか

われることばで、「あ
たたかい」という意

い

味
み

です。
人
ひと

びとに多
おお

くのめぐみをあたえてくれる
大
おお

井
い

川
がわ

は、まるであたたかい心
こころ

をもって
いるかのようです。人

ひと

びとが大
おお

井
い

川
がわ

に感
かん

じている親
した

しみ、あたたかみを表
あらわ

すこの
ことばを、絵

え

本
ほん

のタイトルにつけました。

ぬくといね  おおいがわ



2 3

山
や ま

や森
も り

から栄
え い

養
よ う

をもらって、
大
お お

井
い

川
が わ

の旅
た び

ははじまります



⃝川
か わ

のおかげさま

大
おお

井
い

川
がわ

の水
みず

は、はるかな南
みなみ

アルプスからやってきます。
その流

なが

れが生
う

みだすお茶
ちゃ

や森
もり

の木
もく

材
ざい

などで、人
ひと

びとのくらしは豊
ゆた

かになりました。

4 5



6 7

⃝自
し

然
ぜ ん

は楽
た の

しい、そしてきびしい

アユやヤマメ、ドジョウが泳
およ

ぐ大
おお

井
い

川
がわ

で、子
こ

どもたちは元
げん

気
き

に遊
あそ

びました。
ヤマドリやヤマカガシも、みな友

とも

だちです。
しかし台

たい

風
ふう

や大
おお

雨
あめ

のときは、川
かわ

の水
みず

があふれて洪
こう

水
ずい

になることもたびたびでした。



8 9

箱
はこ

根
ね

ナーヤレ八
はち

里
り

はヨー
ヤレヤレー馬

うま

でも越
こ

すが
越
こ

すにナーヤレ越
こ

されぬヨー
大
おお

井
い

川
がわ

ナーエー

東
と う

海
か い

道
ど う

が横
よ こ

切
ぎ

る大
お お

井
い

川
が わ

中
ちゅう

流
りゅう

では
人
ひ と

の手
て

によって川
か わ

越
ご

しをしていました



10 11

⃝文
ぶ ん

化
か

がさかえる

旅
たび

人
びと

が大
おお

井
い

川
がわ

をわたる島
しま

田
だ

の町
まち

は、
多
おお

くの人
ひと

やものが行
い

きかう交
こう

差
さ

点
てん

。
文
ぶん

化
か

が生
う

まれ、さまざまなお祭
まつ

りで
にぎわうようになりました。

［島
し ま

田
だ

市
し

のお祭
ま つ

り］
３年

ねん

に一
いち

度
ど

の島
しま

田
だ

大
たい

祭
さい

・帯
おび

祭
まつ

りでは、お
みこしといっしょに大

おお

奴
やっこ

や大
おお

鳥
とり

毛
げ

などが
行
ぎょう

列
れつ

をつくり、鹿
か

島
しま

おどりや屋
や

台
たい

が続
つづ

いて、とてもにぎやか。また毎
まい

年
とし

９月
がつ

の
島
しま

田
だ

髷
まげ

まつりでは、70人
にん

もの女
おんな

の人
ひと

が
おどりながら市

し

内
ない

をめぐります。



⃝くらしといのり

川
かわ

原
ら

ではお盆
ぼん

やお正
しょう

月
がつ

の行
ぎょう

事
じ

がおこなわれ、
いろいろな伝

でん

説
せつ

も生
う

まれました。

12 13

［行
ぎょう

事
じ

と伝
で ん

説
せ つ

］
ご先

せん

祖
ぞ

を見
み

送
おく

る「あげんだい」、一
いち

年
ねん

の無
ぶ

事
じ

をいのる「どんど焼
や

き」は、大
おお

井
い

川
がわ

の川
かわ

原
ら

でおこなわれた行
ぎょう

事
じ

。また
大
おお

井
い

川
がわ

から分
わ

かれてできた野
の

守
もり

の池
いけ

に
は、夢

む

窓
そう

疎
そ

石
せき

というえらいお坊
ぼう

さんを
追
お

いかけて京
きょう

都
と

からやってきた女
おんな

の人
ひと

の、悲
かな

しい恋
こい

の物
もの

語
がたり

が残
のこ

っています。



⃝大
お お

井
い

川
が わ

のおくりもの

子
こ

どもたちのお楽
たの

しみは、ホタル見
けん

物
ぶつ

に紙
かみ

しばい。
そして自

し

然
ぜん

がくれるおやつを味
あじ

わいました。
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［野
の

原
は ら

や川
か

原
わ ら

のめぐみ］
自
し

然
ぜん

の中
なか

にはおいしいものがたく
さん実

みの

ります。アケビ、フキノトウ、
ノブドウ、タラの芽

め

、ザクロ、クリ、
ワラビ、グミ、イタドリ……どれ
がどれかわかるかな？



16 17

谷
口
橋

島
田
大
橋

田園地

富士
見橋

吉
田
漁
港

大平
橋

吉
田
公
園

六合 新幹
線

大 井 川 港

藤枝

蓬
莱
橋

田園地

牧之原台地

静岡空港

島田
国道

１号
バイ

パス

金
谷

新東名金谷ＩＣ

東名
吉田
ＩＣ

菊川

大
お お

井
い

川
が わ

が運
は こ

ぶ栄
え い

養
よ う

は田
た

をうるおし、
海
う み

にそそいで命
いのち

をはぐくみます
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⃝大
た い

切
せ つ

に稲
い ね

を育
そ だ

てる

河
か

口
こう

近
ちか

くのひらけた土
と

地
ち

には田
た

んぼが多
おお

く、子
こ

どもたちもお手
て

伝
つだ

い。
豊
ほう

作
さく

をいのり、大
おお

井
い

川
がわ

をうやまう神
しん

事
じ

もおこなわれています。

［藤
ふ じ

守
も り

の田
た

遊
あ そ

び］
大
おお

井
い

川
がわ

が静
しず

まりお米
こめ

がたくさ
んとれることを願

ねが

って、毎
まい

年
とし

３月
がつ

、田
た

んぼの仕
し

事
ごと

を表
あらわ

す舞
まい

を神
かみ

様
さま

にささげます。
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⃝サクラエビにシラス

そして大
おお

井
い

川
がわ

が山
やま

から運
はこ

んだ栄
えい

養
よう

が
駿
する

河
が

湾
わん

にそそがれ、海
うみ

の幸
さち

がはぐく
まれます。
こうして山

やま

、森
もり

からはじまった大
おお

井
い

川
がわ

の旅
たび

は、人
ひと

びとのくらしを豊
ゆた

かに
しながら終

お

わりを告
つ

げるのです。



ライトくんは、しょうせい君
くん

に停
てい

電
でん

が起
お

きる原
げん

因
いん

に
ついて説

せつ

明
めい

してくれます。
そして停

てい

電
でん

にそなえてどんなことをしておけばいい
のか、いっしょに考

かんが

えてくれました。

すっかり元
げん

気
き

を取
と

りもどすと部
へ

屋
や

の電
でん

気
き

もようやく
つきました。しょうせい君

くん

はお父
とう

さんとお母
かあ

さんに
ライトくんから教

おし

えてもらったことを伝
つた

えました。
みんなも停

てい

電
でん

のことを家
か

族
ぞく

に伝
つた

えられるかな。

防災紙芝居「あかるい くらい」
制作背景

本紙芝居は島田樟誠高校の生徒のみなさんと静岡大学教育学
部藤井基貴研究室との共同プロジェクトとして制作されまし
た。藤井研究室ではこれまでに地震津波、風水害を扱った紙
芝居や絵本の制作を手がけたことがあり、この紙芝居は災害
時の「停電」を題材とした紙芝居制作を行うこととなりまし
た。制作にあたっては中部電力パワーグリッドのみなさんに
もご助言いただき、停電の原因や対応についてだけでなく、
河川の氾濫や地震津波などの防災についても理解を深め、紙
芝居づくりを進めていきました。同紙芝居は2022年 10
月 29日の市民向け防災イベントで披露され、これから幼稚
園、保育園等で読み聞かせイベントが行われる予定です。
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ある雨
あめ

の日
ひ

。家
いえ

のなかでお父
とう

さん、お母
かあ

さんとカード遊
あそ

びをしているしょうせい
君
くん

。雨
あめ

のせいで近
ちか

くの川
かわ

があふれてしま
うかも、と心

しん

配
ぱい

しています。

そのときしょうせ
い君

くん

の前
まえ

に現
あらわ

れた
のが、大

たい

切
せつ

にして
いるレッサーパン
ダのぬいぐるみラ
イトくんでした。

するととつぜん、電
でん

気
き

がきれて部
へ

屋
や

のなかが
真
ま

っ暗
くら

になってしまいました。「停
てい

電
でん

」です！　
お父

とう

さんもお母
かあ

さんもあわてて、懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

や何
なに

かあかりのつくものを探
さが

しにいきました。

大
お お

井
い

川
が わ

と防
ぼ う

災
さ い

紙
か み

芝
し ば

居
い

「あかるい くらい」「あかるい くらい」

Ⓒ静岡大学教育学部藤井基貴研究室



「つなげよう、支
ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトとは？
　きれいな空

くう

気
き

と澄
す

んだ水
みず

、美
うつく

しく心
ここ

地
ち

よい緑
みどり

、安
あん

全
ぜん

でおいしい食
た

べもの。私
わたし

た
ちの暮

く

らしに欠
か

かせないこれらの恵
めぐ

みは、森
もり

・里
さと

・川
かわ

・海
うみ

のつながりが生
う

み出
だ

し
たものです。しかし今

いま

、そのつながりが急
きゅう

速
そく

に失
うしな

われています。
　大

おとな

人も子
こ

どもも、都
と

市
し

も地
ち

方
ほう

も、みんなで森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

を支
ささ

える社
しゃ

会
かい

をつくること
ができれば、森

もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

からの恵
めぐ

みはいつまでももたらされ、私
わたし

たちは心
こころ

豊
ゆた

かに暮
く

らせるようになります。そんな思
おも

いから、環
かん

境
きょう

省
しょう

では 2014 年
ねん

12 月
がつ

に「つなげよ
う、支

ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトを始
し

動
どう

し、行
ぎょう

政
せい

、関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

、企
き

業
ぎょう

、専
せん

門
もん

家
か

など様
さま

々
ざま

な人
ひと

たちと協
きょう

力
りょく

して、地
ち

域
いき

を元
げん

気
き

にする取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

※プロジェクト HP はこちら
　https://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/

«森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

ふるさと絵
え

本
ほん

»『ぬくといね　おおいがわ』は、 
こうしてつくられました
　この絵

え

本
ほん

は、大
おお

井
い

川
がわ

の恵
めぐ

みと地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

を考
かんが

えるために、環
かん

境
きょう

省
しょう

「つなげよう、
支
ささ

えよう森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

」プロジェクトの一
いっ

環
かん

として、制
せい

作
さく

したものです。
絵
え

本
ほん

づくりは、南
みなみ

アルプスから駿
する

河
が

湾
わん

まで流
なが

れる大
おお

井
い

川
がわ

が人
ひと

びとの暮
く

らしにどん
な恵

めぐ

みをもたらしてきたのだろうと、島
しま

田
だ

市
し

を中
ちゅう

心
しん

とした大
おお

井
い

川
がわ

流
りゅう

域
いき

に暮
く

らす年
ねん

長
ちょう

者
しゃ

が五
ご

感
かん

の記
き

憶
おく

にもとづいて思
おも

いをめぐらせることからスタートしました。
　そして島

しま

田
だ

樟
しょう

誠
せい

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

が、森
もり

里
さと

川
かわ

海
うみ

と豊
ゆた

かに暮
く

らす知
ち

恵
え

や技
ぎ

術
じゅつ

、文
ぶん

化
か

を年
ねん

長
ちょう

者
しゃ

から聞
き

き書
が

きし、それを地
ち

域
いき

の絵
え

師
し

や有
ゆう

志
し

で集
あつ

まった人
ひと

たちが、有
ゆう

識
しき

者
しゃ

の指
し

導
どう

のもとに、絵
え

や言
こと

葉
ば

に置
お

きかえていきました。
　巻

かん

末
まつ

には、生
せい

徒
と

たちが取
と

り組
く

んだ防
ぼう

災
さい

紙
かみ

芝
しば

居
い

を掲
けい

載
さい

しているほか、見
み

返
かえ

しペー
ジには、「『森

もり

は海
うみ

の恋
こい

人
びと

』水
みず

の循
じゅん

環
かん

研
けん

究
きゅう

会
かい

（静
しず

岡
おか

県
けん

）」による報
ほう

告
こく

書
しょ

および報
ほう

告
こく

書
しょ

をもとに作
さく

成
せい

した紙
かみ

芝
しば

居
い

の一
いち

部
ぶ

を加
か

工
こう

・編
へん

集
しゅう

し、掲
けい

載
さい

しています。
　こうして制

せい

作
さく

された絵
え

本
ほん

が、地
ち

域
いき

の魅
み

力
りょく

を再
さい

発
はっ

見
けん

することにつながり、現
げん

在
ざい

の
私
わたし

たちの暮
く

らしがより豊
ゆた

かになることの一
いち

助
じょ

になれば幸
さいわ

いです。
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そこで、そこで、駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん

のの栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

類類
るいるい

などについなどについ
てて予予

よよ

測測
そくそく

できるプログラム「スルガベできるプログラム「スルガベ
イ・シミュレータ」をイ・シミュレータ」を使使

つかつか

って、って、陸陸
りくりく

地地
ちち

かか
らくるらくる栄栄

えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

類類
るいるい

がゼロになったがゼロになった場場
ばば

合合
あいあい

をを計計
けいけい

算算
さんさん

してみたら……なんとしてみたら……なんと植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

ププ
ランクトンのランクトンの量量

りょうりょう

がが最最
さいさい

大大
だいだい

でで半半
はんはん

分分
ぶんぶん

以以
いい

下下
かか

にに
なってしまうことがわかったんだ！なってしまうことがわかったんだ！

森森
も りも り

がが元元
げ んげ ん

気気
きき

になるとになると
海海
う みう み

もも豊豊
ゆ たゆ た

かになるかになる
海海
うみうみ

がが豊豊
ゆたゆた

かになるかになる大大
おおおお

もとのもとの植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

プランプラン
クトンのために、クトンのために、陸陸

りくりく

地地
ちち

のの栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

がが海海
うみうみ

にしっかりにしっかり流流
ながなが

れこむれこむ必必
ひつひつ

要要
ようよう

があるよね。があるよね。
でも、でも、栄栄

えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

がが多多
おおおお

すぎるとすぎると赤赤
あかあか

潮潮
しおしお

などなど
がが発発

はっはっ

生生
せいせい

することがあるから、バランすることがあるから、バラン
スをスを考考

かんがかんが

えるえる必必
ひつひつ

要要
ようよう

もあるね。もあるね。森森
もりもり

・・里里
さとさと

・・
川川
かわかわ

・・海海
うみうみ

はおたがいにしっかりつながっはおたがいにしっかりつながっ
ていて、それぞれがていて、それぞれが元元

げんげん

気気
きき

になることになること
でで海海

うみうみ

のの生生
いい

きものたちもきものたちも増増
ふふ

えて、えて、人人
にんにん

間間
げんげん

はそのめぐみをはそのめぐみを受受
うう

けられるんだ！けられるんだ！

スルガベイ・シミュレータによるスルガベイ・シミュレータによる計計
け いけ い

算算
さ んさ ん

結結
け っけ っ

果果
かか

海
う み

を豊
ゆ た

かにする「栄
え い

養
よ う

塩
え ん

」の旅
た び

 ❷ めぐみを受
う

けた海
う み

の生
い

きものたち

植植
しょくしょく

物物
ぶ つぶ つ

プランクトンとプランクトンと光光
こ うこ う

合合
ご うご う

成成
せ いせ い

海海
うみうみ

のの生生
いい

きもののなかでも、きもののなかでも、目目
めめ

にに見見
みみ

えないえない
小小
ちいちい

さなさな植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

プランクトンのはたらきはとプランクトンのはたらきはと
くにくに大大

だいだい

事事
じじ

だよ。だよ。太太
たいたい

陽陽
ようよう

のの光光
ひかりひかり

をを使使
つかつか

って、って、水水
みずみず

とと
二二
にに

酸酸
さんさん

化化
かか

炭炭
たんたん

素素
そそ

からほかのからほかの生生
いい

きものがきものが育育
そだそだ

つたつた
めのめの栄栄

えいえい

養養
ようよう

分分
ぶんぶん

とと酸酸
さんさん

素素
そそ

をを作作
つくつく

っているんだ。そっているんだ。そ
してして植植

しょくしょく

物物
ぶつぶつ

プランクトンはボクたちプランクトンはボクたち栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

をとりこんでをとりこんで生生
いい

きているよ。きているよ。

川川
かわかわ

がが出出
しゅっしゅっ

発発
ぱつぱつ

するする山山
やまやま

やや森森
もりもり

をを元元
げんげん

気気
きき

にすにす
ることで、ることで、海海

うみうみ

のめぐみものめぐみも豊豊
ゆたゆた

かにかに
なっていくよ。なっていくよ。

栄栄
え いえ い

養養
よ うよ う

塩塩
え んえ ん

とと海海
う みう み

のの食食
しょくしょく

物物
も つも つ

連連
れ んれ ん

鎖鎖
ささ

栄栄
えいえい

養養
ようよう

をとりこんだをとりこんだ植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

プランクトプランクト
ンはンは動動

どうどう

物物
ぶつぶつ

プランクトンにプランクトンに食食
たた

べられ、べられ、
それをそれを小小

ちいちい

さなさな魚魚
さかなさかな

がが食食
たた

べ、さらにべ、さらに
大大
おおおお

きなきな魚魚
さかなさかな

というふうに、というふうに、海海
うみうみ

のの中中
なかなか

では「では「食食
たた

べる／べる／食食
たた

べられる」べられる」
関関
かんかん

係係
けいけい

ができていて、そのができていて、その大大
おおおお

もとになるのがもとになるのが植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

プラプラ
ンクトンなんだ。ンクトンなんだ。

駿駿
す るす る

河河
がが

湾湾
わ んわ ん

にそそぐにそそぐ川川
か わか わ

とと海海
う みう み

のの流流
な がな が

れれ
じつはボクたちのじつはボクたちの仲仲

なかなか

間間
まま

は、は、川川
かわかわ

だけじゃなく、だけじゃなく、駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん

のの外外
そとそと

のの海海
うみうみ

からもからも
海海
かいかい

水水
すいすい

のの流流
ながなが

れにれに乗乗
のの

ってって入入
はいはい

ってくるんだ。それと、ってくるんだ。それと、駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん

は日本でいは日本でい
ちばんちばん深深

ふかふか

いい湾湾
わんわん

で、で、深深
しんしん

海海
かいかい

にはたくさんのにはたくさんの栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

がたまっていて、そがたまっていて、そ
れがれが海海

うみうみ

のの底底
そこそこ

からから海海
かいかい

面面
めんめん

近近
ちかちか

くまでわきくまでわき上上
ああ

がってくるんだよ。がってくるんだよ。

駿駿
するする

河河
がが

湾湾
わんわん

日本のまわりを日本のまわりを流流
ながなが

れるれる大大
おおおお

きなきな海海
うみうみ

のの流流
ながなが

れ（れ（黒黒
くろくろ

潮潮
しおしお

））

深深
しんしん

海海
かいかい

からわきからわき上上
ああ

がるがる水水
みずみず

（（深深
しんしん

層層
そうそう

水水
すいすい

））

狩狩
かか

野野
のの

川川
がわがわ

安安
ああ

倍倍
べべ

川川
かわかわ

富富
ふふ

士士
じじ

川川
かわかわ

大大
おおおお

井井
いい

川川
がわがわ

太太
たいたい

陽陽
ようよう

のの光光
ひかりひかり

二二
にに

酸酸
さんさん

化化
かか

炭炭
たんたん

素素
そそ 植植

しょくぶつしょくぶつ

物プランクトン物プランクトン

栄栄
えいえい

養養
ようよう

分分
ぶんぶん

栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

酸酸
さんさん

素素
そそ

大大
おおおお

きなきな魚魚
さかなさかな

小小
ちいちい

さなさな魚魚
さかなさかな

動動
どうどう

物物
ぶつぶつ

プランクトンプランクトン

植植
しょくぶつしょくぶつ

物物プランクトンプランクトン

食食
たた

べられるべられる

栄栄
えいえい

養養
ようよう

塩塩
えんえん

70％70％減減
げんげん
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しょくぶつしょくぶつ

物物プランクトンのプランクトンの量量
りょうりょう


